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３

９
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◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
７

月
２

２
日
( 土

) 
～
２

３
日
( 日

) 
 

◇
参

加
者
；
豊

嶋
 

寛
、
樋

口
義

也
、
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
沖

崎
吉

信
、

山
口

泰
宏

、
青

木
宏

充
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
名

。
 

  
 

７
月

２
２

日
( 土

)  
晴

後
曇

り
・

夕
方

一
時

雨
 

 
倒

伏
石

柱
道

標
復

元
は

、
雨

天
延

期
や

参
加

人
数

不
足
( 道

標
を

立
て

起
す
 

為
に

４
人

必
要
) 等

で
、

延
び

延
び

に
な

っ
て

い
た

懸
案

事
項

で
あ

る
。

又
、
 

奈
良

県
か

ら
十

津
川

村
教

育
委

員
会

へ
「

楊
子

ノ
宿

付
近

の
ト

ラ
バ

ー
ス

道
 

の
歩

行
危

険
箇

所
の

補
修

」
要

望
が

あ
り

、
現

地
不

案
内

の
教

育
委

員
会

か
 

ら
当

ぐ
る

ー
ぷ

事
務

局
に

状
況

等
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

た
。

宿
泊

ノ
ー

ト
 

に
も

危
険

を
感

じ
た

と
の

書
き

込
み

が
あ

っ
た

事
も

あ
り

、
こ

の
情

報
を

ぐ
 

る
ー

ぷ
員

に
伝

え
て

い
た

。
 

 
青

木
氏

が
５

月
２

０
日

～
２

１
日

に
入

山
し

て
、

踏
み

跡
が

在
り

高
捲

き
 

迂
回

路
と

し
て

補
修

し
ト

ラ
ロ

ー
プ

及
び

「
崩

落
」

標
識

設
置

箇
所

か
ら

高
 

捲
き

迂
回

路
に

取
付

く
様

に
整

備
し

た
と

の
報

告
が

あ
り

、
そ

の
確

認
と

補
 

修
を

兼
ね

て
本

行
事

を
実

施
し

た
。
 

 
１

８
日

に
梅

雨
明

け
宣

言
さ

れ
た

が
、

紀
伊

半
島

沖
に

低
気

圧
が

あ
り

、
 

紀
伊

半
島

南
東

部
に

湿
っ

た
気

流
が

流
れ

込
み

、
時

折
ゲ

リ
ラ

的
に

雨
が

降
 

る
、

や
や

不
安

定
な

日
々

が
続

い
て

い
る

。
 

 
千

丈
平

・
か

く
し

水
、

鳥
の

水
等

の
水

場
が

、
枯

れ
て

汲
め

な
い

可
能

性
 

も
在

り
、
各

自
が

炊
事

飲
料

水
１

～
２

Ｌ
及

び
食

料
を

調
達

す
る

事
に

し
た

。
 

又
、
石

柱
道

標
復

元
道

具
と

し
て

、
折

畳
み

ス
コ

ッ
プ
( 児

嶋
) 、
ハ

ン
マ

ー
(1
.4
 

㎏
) 、
釘
脱
ぎ

・
園
芸
シ
ャ
ベ
ル

・
水
準
器

・
ロ

ー
プ
( 川

島
) を
準

備
調

達
。
 

 
新

宮
５

時
に

沖
崎
車

で
出
発

し
て

、
「

十
津

川
道

の
駅

」
で
釈
迦
ヶ
岳

へ
 

登
る

と
い
う
潮
岬

の
ご

夫
妻

と
会
う

。
旭
エ
レ
キ

ハ
ウ

ス
駐
車

場
で

山
口

氏
 

と
合

流
し

、
太
尾
登

山
口

に
７

時
２

０
分
過
ぎ

に
着

く
と

、
約

２
０
分
遅

れ
 

る
か

も
し

れ
な

い
と
聞

い
て

い
た

青
木

氏
は
既

に
着

き
登

山
準

備
中

。
 

青
空

が
広

が
り

、
標

高
１

３
８

０
ｍ
だ

け
に

、
下
界
よ

り
８
℃

は
低

い
事
 

も
あ

り
冷
ん

や
り

し
て
涼

し
い

。
 

 
濡

れ
た

路
面

の
箇

所
も

あ
り

、
水

枯
れ

は
無

い
と
持

参
飲

料
水

を
捨

て
る
 

方
も

あ
っ

た
が

、
ザ

ッ
ク
奥

等
に
梱
包
済

み
の

児
嶋

・
山

口
・

川
島

は
担

い
 

で
登

る
事

に
し

て
、

各
自

１
５

㎏
前

後
の
装

備
荷

を
担

ぐ
。
 

 
尾
根

の
樹
林
帯

を
登

る
に
つ

れ
汗

が
流

れ
る

、
ブ
ナ

等
の
疎
林
尾
根

に
出
 

る
と

、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

や
夜
露

に
濡

れ
た
ヒ
メ
サ
サ

・
草

に
よ

り
足

元
が
濡
 

れ
て
来

る
。

不
動
谷
分
岐

で
小
休
止

す
る

と
、
涼

し
く
汗

が
ひ

い
て

行
く

。
 

 
 

 

 
 

登
山

口
で

出
発

準
備

 
 

 
不

動
谷

分
岐

に
て

 
 

千
丈

平
・

か
く

し
水

に
て
 

 

此
処

か
ら

青
木

氏
は

、
登

山
道

へ
覆

い
被

さ
っ

た
ヒ
メ
サ
サ

を
持

参
の
電
 

動
バ

リ
カ

ン
( バ
ツ
テ

リ
ー
約

４
０
分
作
動
／
個

・
４
個
持

参
) で
刈

っ
て
下
 

さ
る

。
 

露
岩
尾
根

に
登

る
と
前

方
に
釈
迦
ヶ
岳

、
右
手

に
鋭
角

な
山
容

の
大

日
岳

、
 

朝
日

が
当

り
反
射

す
る

の
は
深
仙

ノ
宿

・
灌
頂
堂
屋
根

の
様
だ

。
 

登
る

に
つ

れ
、
下
北

山
村
側
( 東
側
) か

ら
雲

が
わ

い
て

曇
天

に
な

っ
て

く
 

る
、
古
田

の
森

で
小
休
止

後
、

ト
ウ
ヒ

・
シ

ラ
ベ

の
針
葉
樹
帯

に
入

る
と

、
 

程
な

く
千

丈
平

・
か

く
し

水
の

水
場

で
、

豊
富

に
流

れ
て

い
て

、
鳥

の
水

・
 

楊
子

の
宿

水
場

も
流

れ
て

い
る

と
確

信
す

る
。
 

 
約

１
５
分
急
登

し
、
釈
迦
ヶ
岳

南
肩

の
奥
駈

道
に

合
流

す
る

。
北

へ
と
登
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る
と
釈
迦
如
来
像

が
安

置
さ

れ
た

一
等
三
角
点
(1
7
9
9
.6
m
) の
釈
迦
ヶ
岳

山
 

頂
で

あ
る

。
直

ぐ
に
登

っ
て
来

た
青

年
は

、
後

で
登

っ
て

く
る
ご

夫
妻

に
聞
 

い
た

と
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
方

で
す

ね
」

と
云

っ
て
来

る
、

青
年

に
本
 

日
行

事
参

加
者

の
写
真

を
撮

っ
て

も
ら
う

。
潮
岬

の
ご

夫
妻

も
登
頂

。
 

 
 

 

釈
迦

ヶ
岳

山
頂

に
て
( 全

員
)  

空
鉢

岳
か

ら
の

岩
峰

 
 

椽
の

鼻
・

蔵
王

権
現

像
 

 早
朝
出
発

の
た

め
、
昼

食
の

一
部

を
腹
ご

し
ら

え
す

る
。
釈
迦
ヶ
岳

の
下
 

り
は

、
登

山
道

が
濡

れ
て

い
る

の
で
慎
重

に
下

り
、
岩
稜

の
東
側

を
捲

き
空
 

鉢
岳
手
前
尾
根
上

で
小
休
止

。
青

木
・

山
口

氏
は

、
バ

リ
カ

ン
・
鎌

・
鋸
刃
 

で
、

踏
み
外

し
や
転

倒
す

る
と

事
故

に
な

り
易

い
箇

所
で

も
あ

り
、
覆

い
被
 

さ
っ

た
サ
サ

を
刈

り
な

が
ら
来

て
い

る
。
 

 
 

 

釈
迦

ヶ
岳

を
望

む
 

 
 

 
孔

雀
覗

で
小

休
止

 
 

 
仏

生
ヶ

岳
下

り
で

倒
木

処
理
 

孔
雀
覗

で
は

、
雲

が
湧

き
眼
下

が
望

め
な

い
が

、
西
側

は
展

望
が

あ
る

。
 

 
青

木
・

山
口

氏
は

、
サ
サ

を
刈

っ
て
進
む

の
で

、
先

行
す

る
様

に
伝

言
が
 

あ
り

５
名

が
先

行
す

る
。

ト
ウ
ヒ

等
の
針
葉
樹
林

に
覆

わ
れ

た
孔
雀
岳

の
西
 

側
の

捲
き

道
に

入
る

と
。
ゴ

ロ
岩

の
登

山
道

の
所

で
は
岩

が
濡

れ
て

い
て

、
 

滑
ら

な
い

様
に
注
意

し
て
辿

る
。
鳥

の
水

場
で
冷

た
い
湧

き
水

で
喉

を
潤

し
、
 

沖
崎

氏
は
此
処

で
水

を
補
給

す
る

。
 

仏
生
ヶ
岳
(1
8
0
5
m
) も
頂
上

を
通

ら
ず

、
西
側

を
捲

い
て
進

み
、
頂
上

へ
 

の
分
岐

を
過
ぎ

道
が
下

り
に

入
る

と
、
８

１
歳

と
高
齢

な
豊

嶋
氏

は
バ

ラ
ン
 

ス
良

く
早

く
歩

か
れ

、
我

々
は
遅

れ
気
味

に
な

り
必
死

に
後

へ
付

い
て

行
く

。
 

 
先

行
し

た
豊

嶋
氏

は
、
登

山
道

へ
張
出

し
た
古

木
の

倒
木

を
鋸

で
伐
採

。
 

行
者
還

で
宿

泊
し

、
本

日
; 深
仙

宿
、

明
日
; 行
仙

宿
に

宿
泊

し
て

本
宮

へ
 

縦
走

す
る

青
年

と
出

会
い

、
昨

日
朝

か
ら

雨
だ

っ
た

と
の

こ
と

。
 

 
平
成

２
６

年
９

月
に

倒
木
伐
採

に
入

り
、
苦
労

し
た
大
径

倒
木

を
過
ぎ

、
 

程
な

く
楊

子
ノ

宿
小
屋

に
１

４
時
過
ぎ

に
到
着

。
 

 
豊

嶋
・
樋

口
氏

は
、
楊

子
ノ

宿
水

場
へ

。
児

嶋
・
沖

崎
・
川

島
は

、
倒

伏
 

石
柱

道
標

復
元

へ
、
小
屋
常

備
の
ツ
ル

ハ
シ

と
持

参
し

た
折

畳
み

ス
コ

ッ
プ
 

等
の

道
具

を
川

島
の
ザ

ッ
ク

に
詰

め
替

え
先

行
す

る
。
 

楊
子

ノ
宿

を
出

る
と

、
直

ぐ
に

「
崩

落
」

標
識

が
あ

り
、

新
た

な
高

捲
き
 

道
へ
約

５
０
ｍ
辿

る
と

、
尾
根

へ
登

る
箇

所
に

倒
木

が
横

た
わ

り
、
鋸

で
切
 

除
す

る
必

要
が

あ
る

。
尾
根
上

は
岩
稜

で
３
ｍ
程
登

り
、
左

の
草

付
き
斜
面
 

を
約
６

０
ｍ
下

る
と

、
歩

行
危

険
箇

所
を
通

り
過
ぎ

た
世
界
遺
産

・
奥
駈

道
 

に
再

合
流

す
る

。
 

楊
枝

ノ
森

へ
の
鞍

部
に

倒
伏

石
柱

道
標

が
在

っ
た

と
思

っ
た

が
無

い
、

楊
 

枝
ノ
森

へ
と
少

し
登

る
と

倒
伏

石
柱

道
標

が
在

る
。
 

 
道

標
横

に
設

置
の
穴

を
ツ
ル

ハ
シ

で
土

と
岩

を
割

り
、

ス
コ

ッ
プ

で
掻

き
 

出
す

。
石

柱
道

標
は

、
穴
上

に
移
動

す
る

必
要

が
あ

り
、

ロ
ー

プ
を
結

わ
い
 

て
３

人
で
引

っ
張

る
が
動

か
な

い
。

道
標

を
少

し
浮

か
す
間

に
ツ
ル

ハ
シ
柄
 

を
差

入
れ

て
引

っ
張

る
、

児
嶋

さ
ん

の
発

案
を

実
施

す
る

と
、
斜
面

の
抵
抗
 

が
少

な
く

な
り

、
動

か
す

事
が
出
来

た
、
穴
堀

り
の
仕
上

は
、
釘
抜

き
と
園
 

芸
シ
ャ
ベ
ル

で
土

と
岩

を
掻

き
出

し
、
略

水
平

な
穴
底

に
仕
上
げ

、
３

人
で
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ど
う

に
か
穴

に
落

し
込

み
立

て
る

。
豊

嶋
・

樋
口

氏
も

加
勢

に
加

わ
り

、
水
 

準
器

で
左
右

・
前

後
を
垂
直

に
立

て
、
穴

と
道

標
の
四

方
の
隙
間

に
岩

を
入
 

れ
、

ハ
ン

マ
ー

で
叩

い
て

し
っ

か
り
固

定
し

、
小

石
混
ざ

り
の

土
等

で
盛

り
 

上
げ

て
約

４
０
分

か
け

て
復

元
し

た
。
 

 
 

 
 

ロ
グ

ハ
ウ

ス
の

楊
子

ノ
宿

 
 

倒
伏

石
柱

道
標

 
 

 
 

 
穴

掘
り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
柱

道
標

復
元

作
業
 

 
 

 
 

 
 

復
元

し
た

石
柱

道
標
 

 

小
屋

に
戻

る
際

に
、
ト

ラ
バ

ー
ス

道
の

歩
行

危
険

箇
所
( 約

1
0
m
・
1
5
m
 

の
２

箇
所
) を
通

る
が

、
崩

落
箇

所
に

ス
テ

ッ
プ

が
あ

り
、
個

人
差

が
あ

る
 

が
、

こ
の
程
度

箇
所

は
何
処

に
で

も
あ

る
と

感
じ

た
。

雨
後

等
で

ス
テ

ッ
 

プ
が
無

い
時

や
雨

降
り

で
斜

め
な
岩
盤

を
下

る
際

は
、

危
険

に
感

じ
る

と
 

思
わ

れ
、

そ
の
際

は
個

人
の
判
断

で
安
全

な
高

捲
き

道
を
辿

れ
ば

良
い

。
 

 
 

 
 

 
歩

行
危

険
箇

所
( 楊

枝
の

森
側

1
0
m
) 

楊
子

ノ
宿

側
( 約

1
5
m
)  

高
捲

き
道

へ
の

分
岐

標
識
 

 
 

 
１

５
時

半
頃

に
楊

子
ノ

宿
へ
戻

る
と

、
奥
駈

道
縦
走

路
の
サ
サ
刈

り
作
業
 

を
終

え
て

青
木

・
山

口
氏

も
到
着

、
ご
苦
労

様
で

し
た

。
 

 
川

島
は

、
高

捲
き

道
の

倒
木
切
除

に
行

く
が

、
切

り
口

が
締
ま

り
沖

崎
・
 

青
木

氏
の
支
援

を
得

て
倒

木
を
除
去

す
る

。
 

 
こ

の
頃

か
ら
小

雨
が

降
り
出

し
、
ツ
ル

ハ
シ

を
持

っ
て

ト
ラ

バ
ー

ス
道

の
 

補
修

を
し

て
頂

い
た

豊
嶋

氏
も

１
６

時
前

に
小
屋

に
戻

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
高

捲
き

道
の

倒
木

処
理

 
 

 
 

 
 

 
 

楊
子

ノ
宿

で
の

夕
食
 

 

新
宮
市

・
紀
宝
町

・
香
芝
市

・
鳥

の
水

・
楊

子
の

水
で

夕
食

の
炊

事
。
 

１
６

時
半
過
ぎ

か
ら
約

１
時
間

夕
立

が
あ

る
。

入
口

土
間

に
水
溜

り
が
出
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来
、
樋

口
氏

が
ド
ア

内
土
間

の
砂
利

を
手
箕

で
移

し
入

れ
解
消

し
て
下

さ
る

。
 

各
自
持

参
の

食
料

を
出

し
合

い
、
児

嶋
氏

か
ら

し
し
ゃ

も
･
オ
ム
レ
ツ

、
豊
 

嶋
氏

か
ら
鯵

・
鰯
丸
干

し
及

び
オ
ク

ラ
・
ピ

ー
マ

ン
、

川
島

か
ら
ミ
ニ

ト
マ
 

ト
・

自
家
製
胡
瓜

の
漬
物

等
が
差

入
れ

さ
れ

、
食

料
に
比
べ
重

い
ビ

ー
ル

等
 

の
酒

飲
料

が
少

な
く
早
朝
発
ち

と
疲

れ
も

あ
り

、
２
階

へ
沖

崎
・

児
嶋

氏
が
 

移
動

し
２

０
時

に
就
寝

。
シ
ュ

ラ
フ
カ

バ
ー

で
寝

ら
れ

る
暖

か
さ

で
あ

っ
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮
5
:
0
0
→
6
:
4
0
旭

口
→
7
:
2
0
太
尾
登

山
口
7
:
3
5
→
8
:
1
0
不
動
谷
登

山
 

口
分
岐
8
:
2
5
→
9
:
0
0
古
田

の
森
→
9
:
5
0
千

丈
平

・
隠

し
水
1
0
:
0
0
→
1
0
:
2
0
 

釈
迦
ヶ
岳
1
0
:
4
0
→
1
1
:
3
0
両

部
分

け
→
1
2
:
2
0
孔
雀
覗
→

鳥
の

水
→
1
4
:
0
5
 

楊
子

ノ
宿
1
4
;
1
0
→
1
4
:
3
0
倒

伏
石

柱
道

標
1
5
:
1
0
→
1
5
:
2
5
楊

子
宿
→

捲
き
 

道
倒

木
処
理
1
5
:
4
0
→
1
5
:
5
0
作
業
終
了
→
1
6
:
3
0
夕

食
→
2
0
:
0
0
就
寝

。
 

 
 

 
 
７７ ７７
月月 月月
２
３

２
３

２
３

２
３
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) ))     
晴
時
々
曇

晴
時
々
曇

晴
時
々
曇

晴
時
々
曇
    

 
５

時
前

に
起
床

、
東
側

の
空

が
茜
色

に
染
ま

っ
て

い
る

。
各

自
持

参
の

食
 

料
で
朝

食
を
済
ま

せ
、
６

時
２

５
分

に
楊
枝

ノ
宿

を
出

立
。

 

昨
夜

の
夕

立
後

、
風

が
吹

か
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
登

山
道

、
木

々
の
葉

に
 

も
濡

れ
残

っ
て

い
る

の
で

、
ロ

ン
グ

ス
パ

ッ
ツ
着
用

者
が
先
頭

を
歩

く
。

 

 
仏
生
ヶ
岳

の
急
坂

の
尾
根

を
登

り
終

え
た

地
点

で
小
休
止

。
今

日
は
遠

望
 

が
望

め
る

。
 

 
 

 

 
楊

子
ノ

宿
・

出
発

 
 

 
宿

か
ら

急
登

を
終

え
小

休
止

 
 

釈
迦

ヶ
岳

を
望

む
 

 
青

木
・

山
口

氏
は

、
刈

り
残

し
の
サ
サ

を
刈

り
な

が
ら

歩
く

こ
と

か
ら

、
 

樋
口

・
児

嶋
・

川
島

が
先

行
す

る
。

豊
嶋

氏
は
撮
影
ポ
イ

ン
ト

を
見

な
が

ら
 

歩
い

て
い

る
。
 

 
仏
生
ヶ
岳

山
頂
分
岐
辺

り
に
オ
オ
ヤ

マ
レ

ン
ゲ

が
咲

い
て

い
た

と
の

青
木
 

氏
か

ら
聞

い
て

い
た

が
、
見
つ

け
る

事
が
出
来

な
か

っ
た

。
 

 
鳥

の
水
手
前

の
展

望
の

良
い

場
所

で
全

員
が
揃

い
、
振

り
返

っ
た
仏
生
ヶ
 

岳
、
朝

日
が

当
た

り
だ

し
た
七
面

山
岩

場
、
仏
生
ヶ
岳

と
七
面

山
の
間

に
金
 

剛
山

山
並

み
が
遠

望
出
来

た
。
孔
雀
覗

で
は

、
五
百
羅
漢

の
奇
岩

の
林

立
、
 

前
鬼

川
流
域

の
支
尾
根

の
連

な
り

、
遠

く
は
那
智

・
烏
帽

子
山

の
山
並

み
が
 

眺
望
出
来

た
。
 

 
 

 
 

仏
生

ヶ
岳

山
頂

分
岐
 

 
 

 
仏

生
ヶ

岳
を

振
り

返
る

・
鳥

の
水

手
前

の
展

望
場

所
 

 
 

 

孔
雀

覗
か

ら
の

五
百

羅
漢

 
孔

雀
覗

手
前

の
笹

刈
り

 
 

笹
刈

り
後

の
登

山
道
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両
部
分

け
よ

り
東
側

を
捲

く
道

の
サ
サ

が
刈

ら
れ

。
本

当
に

安
全

に
歩

き
 

安
く

な
っ

て
い

る
。
 

 
 

 

 
 

 
両

部
分

け
 

 
 

 
 

展
望

の
良

い
空

鉢
岳

 
 

釈
迦

ヶ
岳

急
登

に
備

え
休

憩
 

 
 

 
釈
迦
ヶ
岳
急
登
直
下

の
尾
根

で
小
休
止

し
て

い
る

と
、
空
鉢
岳

か
ら
声

が
 

か
か

り
、

後
発
組

が
小
休
止

し
て

い
る
姿

が
見

え
る

。
 

 
釈
迦
ヶ
岳
直
下

の
急
坂

を
約

２
５
分

か
け

て
１

０
時

０
５
分
釈
迦
ヶ
岳

山
 

頂
へ

。
登
頂

者
が

２
名

で
あ

っ
た

が
、
少

し
づ
つ
登

っ
て
来

る
。
 

 
釈
迦
如
来
像

に
正
式
勤

行
さ

れ
て

い
る

方
が
居

ら
れ

、
何
処

の
お
寺

に
所
 

属
か
訪

ね
る

と
「
金
剛

山
」

信
者

と
の

事
。
 

 
２

０
分

後
に
全

員
が
釈
迦
ヶ
岳

山
頂

に
合

流
す

る
。
 

 
 

 

 
釈

迦
ヶ

岳
山

頂
( 先

行
組
)  

古
田

の
森

で
小

休
止

 
 

 
不

動
谷

分
岐

で
小

休
止
 

小
休
止

後
、

千
丈

平
・

か
く

し
水

で
昼

食
の

た
め

山
頂

を
発
つ

。
 

 
此
処

で
昼

食
は

、
個

々
で

行
い

青
木

氏
は

ラ
ー
メ

ン
、

川
島

は
缶
パ

ン
で
 

昼
食

に
す

る
。
 

 
古
田

の
森

で
小
休
止

後
、
陽

が
当

た
り
出

し
暑

く
感

じ
る

、
不
動
谷
分
岐
 

で
小
休
止

し
、
登

山
口
駐
車

場
に

１
３

時
前

に
下

山
す

る
と

本
当

に
暑

い
。
 

 
天
候

が
良

け
れ
ば

こ
の
暑

さ
に

な
る

事
か

ら
水
分

補
給

や
疲

れ
が
倍
増

し
 

た
だ
ろ
う

と
思

わ
れ

、
昨

日
の

曇
天

が
本

当
に
幸

い
し

た
感

が
強

い
。
 

 
登

山
靴

等
を
脱
ぎ
下

山
準

備
を
終

え
る

と
、
先

に
青

木
車

は
帰
宅

し
た

と
事

。
 

山
口
車

と
同

行
し
旭

口
で
左
右

に
別

れ
た

。
 

 
「

十
津

川
道

の
駅

」
に

立
寄

る
と
蒸

し
風
呂

の
様

に
感

じ
る
暑

さ
で

あ
る

。
 

児
嶋

さ
ん

の
奢

り
で
ア
イ

ス
ク

リ
ー
ム

を
食
べ

１
５

時
半
前

に
帰

新
し

た
。

 
 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

楊
子

ノ
宿
6
:
2
5
→
7
:
2
0
仏
生
ヶ
岳

山
頂
分
岐
→
7
:
4
5
孔
雀
岳

山
頂
分
岐
→

 

8
:
3
0
孔
雀
覗
→
9
:
0
5
両

部
分

け
→
9
:
3
5
急
登
直
下

コ
ル
→
1
0
:
0
5
(
合

流
 

1
0
:
2
5
)
釈
迦
ヶ
岳
1
0
:
4
0
→
1
0
:
5
5
か

く
し

水
場
1
1
:
1
5
→
1
1
:
4
0
古
田

の
森

 

→
1
2
:
1
5
不
動
谷
分
岐
→
1
2
:
5
5
太
尾
登

山
口
1
3
:
0
5
→
1
3
:
4
0
旭

口
→

十
津

 

川
道

の
駅
→
1
5
:
2
5
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
川

島
)
 

 
 

奥
駈

道
(
歩

行
危

険
箇

所
)
と

高
捲

き
道
゛
゛

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


